
渓谷に生える落葉高木、高さ25m以上、径1mにも達する場合もある。小枝は太く、灰黄褐色で無毛。葉は

7-9(-11)小葉からなる奇数葉羽状複葉で長さ25-35cm、葉柄基部は著しくふくらむ。花序は落葉した前年

の葉腋に出て、長さ10-15cm、無毛。花は4-5月に開き、花冠がない。

標本も少なく、あまり確認されない種である。2020年版でCランクからBランクに変更した。

渓谷林の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Fraxinus  spaethiana  Lingelsh.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、養父市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

モクセイ科

兵庫県ランク…シオジ
環境省ランク… －


